
で

開
か
れ
た
。

こ

の

と
き
、

「
解
党
大
意
」
を
朗
読
し

た
の

が
、

本
県
都
筑
郡
の

自
由
党
員
で

党
幹
部
を
勤
め
て
い

た
佐
藤
貞
幹
で

あ
る
。

大
会
は

解
党
を
決
定
し
た
。

こ

の

後
、

植
木
枝
盛
・

高
橋
基
一

に
よ
っ

て
、

一

八
九
〇
（
明
治
二

十
三

）
年
に

予
定
さ
れ
て

い

る
国
会
開
設
の

期
限
を
短
縮
す
る
建
白
書
を
提

出
す
る
こ

と
が
発
議
さ
れ
、

こ

れ
も
同
意
を
得
た
。

す
ぐ
後
で

述
べ

る
よ
う
に

本
県
か
ら
提
出
さ
れ
る
同
趣
旨
の

建
白
書
二

通
は
、

こ

の

解
党
大
会

に

お
け
る
動
向
に

沿
う
も
の

で

あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で

あ
り
、

そ
の

う
ち
の
一

通
に

は
佐
藤
貞
幹
も
署
名
し
て
い

る
。

し
た
が
っ

て
、

こ

の

二

通
の

建
白
書
を
考
察
す
る
前
に
、

解
党
大
会
で

提
出
を
決
議
さ
れ
た
建
白
書
の

論
旨
を
先
ず
見
て

お
こ

う
。

こ

の

建
白
書
が
要
請
す
る
内
容
は
、

「
陛
下
乞
ふ
国
家
今
日
内
外
の

大
勢
を
熟
察
深
思
し
て
、

非
常
の

英
断
を
以
て

国
会
開
設
の

期
限
を
短
縮
し
、

速
に

先
づ
民
撰
議
院
を
設
立
せ
ら
れ
よ

」
と
い

う
一

節
に

尽
き
て
い

る
。

な
お
、

国
会
早
期
開
設
に

関
連
し
て
、

言
論
・

出
版
・

集
会
・

結
社
・

請

願
の

権
利
の

制
限
撤
廃
が
要
望
さ
れ
て
い

る
点
も
重
要
で

あ
る
。

そ
れ
で

は
、

こ

こ

で

強
調
さ
れ
る
内
外
の

危
機
的
情
況
と
は
何
か
。

国
内
に

お
い

て
、

人
心
は
専
制
の

政
治
に

倦
み
、

は
な
は
だ
し
い

場
合
「
憂
憤
自
か
ら
迫
り
、

法
を
犯
し
て

激
動
す
る
も
の

」
あ
る
状
態
に

な
っ

て
い

る
、

と
い

う
。

こ

れ
は
、

福
島
事
件
、

と
り
わ
け
加
波
山
事
件
を
指
し
た
も
の

で

あ
る
。

そ
し
て
、

言
論
・

出
版
・

集
会
・

結
社
の

自
由
が
な
い

こ

と
も
そ
の

背
景
に

あ
る
と
指
摘
し
て
い

る
。

国
外
に
つ

い

て
は
、

清
仏
戦
争
に
ふ
れ
、

列
強
の

東
洋
侵
略
の

形
勢
下
に

あ
っ

て

「
国
権
益
々

危
殆
の

極
に

迫
れ

り
」
と
し
て
い

る
。

こ

の

建
白
書
に

は
、

こ

れ
ま
で

に

は
っ

き
り
と
し
て

は
い

な
か
っ

た
一

つ

の

傾
向
が
出
て

き
て
い

る
。

す
な
わ
ち
「
我
国
今
日
は
大
に

人
民
の

心

志
を
一

に

し
、

且
つ

盛
ん
に

兵
備
を
張
り
、

以
て

国
力
を
養
い
、

国
権
を
確
め
ざ
る
可
か
ら
ず
」
と
い

う
国
権
論
優
越
の

傾
向
で

あ
る
。

つ

ぎ
に

見

る
よ
う
に
、

本
県
か
ら
出
さ
れ
た
建
白
書
に

は
、

こ

の

点
が
一

段
と
増
幅
さ
れ
て
い

る
の

で

あ
る
。

な
お
付
言
す
れ
ば
、

解
党
大
会
の

建
白
書
は
、

そ
の

文
面
が
天
皇
へ

の

請
願
に

な
っ

て
い

る
た
め
か
、

元
老
院
で

は
受
理
さ
れ
な
か
っ

た
よ
う
で

あ
る
。

元
老
院
編
『
建
白
書
一

覧
表
』
に

は
記
載
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さ
れ
て
い

な
い
。

吉
野
泰
造
ら
の
建
白

吉
野
泰
造
ら
に

よ

る
こ

の

「
建
白
」
は
、

一

八
八

五（
明
治
十
八

）
年
一

月
に

案
文
が
作
成
さ
れ
、

恐
ら

く
そ
の

直
後
に

提
出
さ
れ
た
よ

う
で

あ
る
（
色
川
大
吉
「
西
多
摩
郡
で

発
見
さ
れ

た
国
会
開
設
期
限
短
縮
建
白
書
」『
東
京
経
済
大
学
会
誌
』六
二
号
）。

た
だ
、

『
元
老
院

建
白
書
一

覧
表
』
に

同
建
白
は
見
当
ら
な
い
。

何
ら
か
の

理
由
で

受
理
さ
れ
な

か
っ

た
か
、

あ
る
い

は
太
政
官
に

請
願
し
て

例
の

如
く
却
下
さ
れ
た
の

か
、

建

白
作
成
後
に

提
出
を
中
止
し
た
の

か
、

そ
の

辺
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。

建
白
の

末
尾
に
、

北
多
摩
郡
か
ら
は
吉
野
が
一

人
、

西
多
摩
郡
か
ら
は
深
沢
権
八
・

瀬
戸
岡
為
一

郎
・

馬
場
勘
左
衛
門
ほ
か
七
名
が
署
名
し
て
い

る
か
ら
、

解
党
後
の

北
多
摩
郡
自
由
党
と
西
多
摩
郡
自
由
党
の

有
志
に

よ
る
も
の

で

あ
る
こ

と
が
わ
か
る
（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
五
八
）。

建
白
は
「
内
外
ノ

大
勢
」
に

見
ら
れ
る
不
安
な
情
況
を
説
き
、

天
皇
に

国
会
開
設
期
限
短
縮
の

英
断
を
下
さ
れ
た
い

と
、

訴
え
て
い

る
。

内
外
の

大
勢
は
ど
の

よ
う
な
事
態
に

な
っ

て
い

る
と
い

う
の

か
。

建
白
に

よ
れ
ば
、

国
家
の

治
安
の

基
は
究
極
的
に

人
民
が
安
ら
か
な
生
活
を
送
れ
る
こ

と

に
か
か
っ

て
い

る
。

人
民
に

は
二

種
類
あ
る
が
、

比
較
的
「
上
流
ニ

位
ス

ル

者
」
は
、

個
人
的
に

は
自
由
の

伸
張
・

権
利
の

強
化
を
望
み
、

社
会
的

に

は
政
体
の

変
革
、

政
治
の

改
良
を
望
ん
で
い

る
が
、

そ
の

希
望
を
達
せ
ら
れ
ず
、

心
安
ら
か
で

な
い

情
況
に

あ
る
。

ま
た
、

「
下
流
ノ

人
民
」
は
、

窮
迫
の

た
め

生
計
困
難
に

陥
り
、

そ

の
心
恟
々

と
し
て

常
に

安
ら
か
に

生
活
す
る
こ

と
が
で

き
な
い
。

そ
の

た
め
、

官
民
の

間
に

親
愛
の

情
が
失
わ

れ
て

離
反
し
、

国
家
を
強
力
に

す
る
こ

と
も
で

き
な
い

状
態
で

あ
る
。

国
外
に

目
を
移
せ
ば
ど
う
か
。

我
が

国
は
、

幸
い

に

実
権
を
外
国
に

握
ら
れ

て
い

る
よ
う
な
こ

と
は
な
い

が
、

北
か
ら
ロ

シ

ア
、

西
か
ら
英
仏
が
う
か
が
い
、

清
も
強
い

猜
疑
を
日
本
に

抱
い

て
い

る
。

し
た
が
っ

て

国
家
を
強

国会開設期限短縮建白書
東京経済大学図書館蔵
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く
す
る
こ

と
が
要
請
さ
れ
て
い

る
の

で

あ
る
。

内
外
の

こ

の

よ
う
な
事
態
を
打
開
す
る
に

は
、

五
か
条
の

誓
文
以
来
の

約
束
で

あ
る
国
会
開
設
を
、

期
限
を
早
め
て

実
施
す
る
以
外
に

良
い

方
法
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
故
、

陛
下
は
非
常
の

英
断
を
下
さ
れ
た
い
。

建
白
書
の

内
容
は
、

ほ
ぼ
以

上
の

よ
う
に

要
約
さ
れ
る
。

石
坂
昌
孝
ら
の

建
白

「
国
会
短
縮
議
建
白
」
と
題
さ
れ
た
こ

の

建
白
は
、

一

八
八
五
（
明
治
十
八

）
年
四
月
、

元
老
院
に

提
出
さ
れ
た
。

南
多
摩

郡
の

石
坂
昌
孝
・

若
林
三
右
衛
門
・

杉
豊
常
右
衛
門
・

薄
井
盛
恭
・

鈴
木
雄
之
助
・

林
副
重
・

土
方
房
五
郎
・

高
木
吉
造

・

森
久
保
作
蔵
・

青
木
正
太
郎
、

都
筑
郡
の

佐
藤
貞
幹
の

十
一

名
が

署
名
し
て
い

る
。

佐
藤
貞
幹
が
自
由
党
の

解
党
大
意
を
大
会
席
上
で

読
み
あ
げ

た
人
物
で

あ
る
こ

と
は
先
に
ふ
れ
た
。

主
と
し
て

南
多
摩
郡
自
由
党
有
志
に

よ
る
こ

の

建
白
書
の

文
面
は
、

き
わ
め
て

簡
潔
で
、

「
内
外
の

急
」
を
説
き
、

「
非
常
ノ

断
」
に

よ
っ

て

早
く

国
会
を
開
設
さ
れ
た
い

と
要
望
し
て
い

る
。

そ
の

論
理
を
要
約
す
れ
ば
、

次
の

よ
う
に

な
る
。

東
洋
の

形
勢
は
日
毎
に

切
迫
し
、

日
本
は
列
強
の

足

下
か
ら
わ
ず
か
に

の

が
れ
て
い

る
け
れ
ど
も
、

ま
だ
不
平
等
の

関
係
に

あ
る
。

今
日
の

日
本
は
「
上
下
一

致
シ

テ
外
ニ

向
ハ

」
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

し
か
る
に
、

最
近
の

国
内
情
勢
を
見
る
と
政
府
の

財
政
対
策
の

失
敗
か
ら
国
民
は
「
流
離
顚
沛
ノ

惨
」
に

お
ち
入
り
、

法
を
破
る
者
さ
え
も
出

て

き
て
い

る
。

こ

の

よ
う
な
内
外
の

急
に

処
す
る
に

は
早
く
国
会
を
開
き
、

官
民
と
も
に

国
を
守
る
策
を
立
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ

の

よ
う
な

論
旨
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

こ

の

建
白
に

は
「
今
日
ノ

日
本
宣
シ

ク
上
下
一

致
シ

以
テ
外
ニ

向
ハ

サ
ル

可
カ
ラ
ス

」
と
い

う
情
勢
判
断
が
前
提
に

あ

り
、

国
会
の

早
期
開
設
も
そ
の

た
め
の

重
要
な
手
段
と
さ
れ
か
ね
な
い

民
権
変
容
の

萌
し
が
現
れ
て
い

る
（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
五
七
）。

民
権
変
容
の

萌
し

こ

の

よ
う
な
二
つ

の

建
白
の

内
容
を
た
ど
る
と
、

何
か
変
わ
っ

て

き
た
と
い

う
気
持
が
わ
い

て

く
る
。

第
一

は
、

広
く
人
民
と

結
合
す
る
こ

と
な
く
、

有
志
の

署
名
に

終
わ
っ

て
い

る
と
い

う
運
動
方
法
の

退
化
で
あ
る
。

第
二
は
、

吉
野
泰
造
ら
の

建
白
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
下
流
人
民
」
が
、

国
会
早
期
開
設
と
い

う
方
法
に

よ
り
「
尉
撫
」
さ
れ
る
と
い

う
受
身
の

存
在
に

置
か
れ
て
い

る
こ

と
で

あ
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る
。

武
相
困
民
党
の

事
件
以
後
、

「
上
流
」
と
「
下
流
」
の

人
民
の

分
裂
が
、

社
会
的
に

進
ん
だ
こ

と
の

反
映
で

あ
ろ
う
。

第
三
は
、

民
権
か
ら
国

権
へ

の

転
換
、

す
な
わ
ち
、

「
国
家
」
を
第
一

義
と
す
る
観
念
へ

の

傾
斜
が
始
ま
っ

た
こ

と

で

あ
る
。

そ
れ
は
ま
た
、

自
由
党
解
党
大
会
の

建
白
に

主
張
さ
れ
て
い

た
言
論
・

集
会
・

結
社
な
ど
の

自
由
に
一

言
も
言
及
さ
れ
て
い

な
い

こ

と
と
表
裏
の

関
係
に

あ
る
と
い

え
よ
う
。

加
波
山
事
件
・

群

馬
事
件
・

秩
父
事
件
の

報
道
、

武
相
困
民
党
の

運
動
と
い

う
急
激
な
情
勢
展
開
を
眼
の

あ
た
り
に

見
て
、

武
相
の

豪
農
民
権
家
は
、

当
時
客
観
的
に

存
在
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い

対
外
危
機
と
い

う
情
勢
認
識
と
、

国
家
に

第
一

義
性
を
置
く
価
値
観
の

転
位
に

よ
っ

て
、

「
下
流
」
の

民
衆
と
訣
別

し
は
じ
め
た
よ
う
で

あ
る
。

民
権
か
ら
国
権
へ

の

変
容
が
こ

こ

に

明
確
に

萌
し
た
の

で

あ
る
。

大
阪
事
件
へ

の

政
治
的
思
想
的
地
な
ら
し
を
、

す
で

に
こ

こ
に

見
る
こ

と
が
で

き
よ
う
。

二
　
大
阪
事
件
へ

の

参
加

自
由
民
権
期
に

お
け
る
激
化
諸
事
件
の

最
後
に

位
置
す
る
の

が
、

こ

の

大
阪
事
件
で

あ
る
。

事
件
の

指
導
者
大
井
憲
太
郎
の
い

う
目

的
に

よ

れ

ば
、

第
一

に

旧
自
由
党
員
の

壮
士
を
朝
鮮
に

送
り
、

独
立
党
（
開
化
派
）
を
援
助
し
て
、

清
朝
支
配
下
に

あ
る
事
大
党
の

政
府
を
倒
し
、

独
立
の

政
府

を
樹
立
す
る
こ

と
、

第
二
に
、

こ

の

挙
に
よ
っ

て

日
清
間
に

対
立
が
生
ず
る
こ

と
を
利
用
し
て

日
本
政
府
に

立
憲
的
国
内
改
革
の

実
行
を
迫
る
と
い

う
も
の

で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

こ

の

計
画
は
事
前
に

発
覚
し
た
。

大
阪
で

の

公
判
は
、

当
時
の

大
ニ

ュ

ー
ス

で

あ
っ

た
。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の

事

件
は
、

情
勢
の

分
析
、

朝
鮮
認
識
、

決
行
の

手
段
方
法
な
ど
に

多
く
の

問
題
点
を
抱
え
て
お
り
、

大
井
の
い

う
目
的
だ
け
で

評
価
で

き
る
よ
う
な
も

の

で

は
な
い
。

し
か
も
、

こ

の

事
件
に

は
、

本
県
か
ら
十
六
名
と
も
っ

と
も
多
く
参
加
し
て
い

る
し
、

軍
資
金
集
め
の

「
非
常
手
段
」
決
行
も
本
県

が
一

つ

の

舞
台
に

な
っ

て
い

た
。

こ

の

点
を
詳
述
す
る
前
に
、

ご
く
簡
単
に

事
件
の

背
景
に
ふ
れ
て

お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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大
阪
事
件
の

背
景

埼
玉
・

群
馬
・

長
野
の

三
県
に

わ
た
る
秩
父
事
件
が
敗
北
し

た
一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
末
は
、

い

わ
ば
民
権
運
動
閉
塞

の

状
況
で

あ
っ

た
。

旧
自
由
党
の

「
決
死
派
」
に

指
導
者
と
仰
が
れ
て
い

た
大
井
憲
太
郎
に

し
て

も
、

孤
立
分
散
的
な
蜂
起

に

加
わ
る
こ

と
は
で

き
ず
、

そ
れ
に

か
わ
る
展
望
も
見
出
し
え
な
い

で

い

た
。

こ

の

よ
う
な
時
、

正
確
に
い

え
ば
、

一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
十

二

月
四
日
、

隣
国
朝
鮮
に

甲
申
事
変
が
起
き
た
。

こ

の

事
変
の

実
情
と
、

日
本
国
内
に

お
け
る
報
道
の

く
い

違
い

は
た
い

へ

ん
大
き
い
。

そ
し
て
、

そ
の

違
い

が
ま
た
ゆ
が
ん
だ
反
応
、

「
清
韓
」
二

国
を
撃
つ

義
勇
軍
結
成
運
動
を
ま
き
起
こ

す
の

で

あ
る
。

後
述
す
る
大
矢
正
夫
の

法
廷
陳
述
に

よ

れ
ば
、

「
郷
里
愛
甲
郡
に

立
帰
り
見
る
に
、

天
野
等
は
既
に

義
勇
兵
を
募
り
居
り
自
分
も
加
入
せ
し
が
談
判
遂
に

平
和
に

帰
し
志
士
亦
眠
り
を
催
し

た
り
」
と
あ
り
、

本
県
に

も
天
野
政
立
ら
の

義
勇
軍
結
成
運
動
が
あ
り
、

こ

の

よ
う
な
動
向
が
ま
た
大
阪
事
件
参
加
の
一

因
に

な
っ

て
い

る
と
推
察

さ
れ
る
の

で

あ
る
。

甲
申
事
変
は
、

朝
鮮
国
内
の

内
的
発
展
に

基
づ
く
も
の

で
、

ブ
ル

ジ
ョ

ア

的
改
革
を
意
図
す
る
開
化
派
（
独
立
党
）
の

金
玉
均
ら
に

よ
っ

て

指
導

さ
れ
た
。

金
玉
均
ら
は
全
体
の

戦
略
的
計
画
の

な
か
で
、

戦
術
的
に
、

つ

ま
り
副
次
的
に

日
本
の

勢
力
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
。

も
ち
ろ
ん
日
本
の

関
係
者
も
、

清
国
を
朝
鮮
か
ら
追
い

出
し
て

日
本
の

進
出
を
は
か
る
た
め
に

開
化
派
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
。

そ
の

尖
兵
と
な
っ

た
の

が
、

外
務
卿

井
上
馨
と
福
沢
諭
吉
の

意
を
受
け
た
福
沢
門
下
の

井
上
角
五
郎
で

あ
り
、

朝
鮮
駐
在
公
使
竹
添
進
一

郎
も
こ

の

事
変
に

直
接
関
係
し
た
。

し
か
し
、

清
兵
の

援
助
を
受
け
た
当
時
の

政
権
を
担
当
す
る
事
大
党
の

巻
返
し
に

よ
り
、

こ

の

ク

ー
デ
タ
ー
的
改
革
の

行
動
は
、

結
局
失
敗
に

終
わ
っ

た
。

日

本
側
も
公
使
館
を
焼
か
れ
、

数
十
人
の

死
傷
者
を
出
し
た
。

金
玉
均
は
日
本
に

亡
命
し
た
。

と
こ

ろ
が
、

こ

の

事
変
は
、

日
本
の

官
報
で

は
、

「
我
公
使
ハ

急
激
ノ

際
国
王
ノ

請
求
ニ

依
リ
王
宮
ニ

赴
キ
タ

ル

ニ

、

同
地
駐
在
ノ

清
国
将
官
亦

兵
ヲ

率
ヒ

王
宮
ニ

到
リ
我
カ
兵
ト
ノ

間
ニ

紛
争
ヲ

生
ジ
、

終
ニ

彼
レ

ヨ

リ
砲
発
ニ

及
ヒ
、

互
ニ

死
傷
ア

リ
タ
リ

」
と
、

加
害
者
清
国
、

被
害
者
在
朝

日
本
人
関
係
者
と
し
て

報
じ
ら
れ
た
。

『
時
事
新
報
』、
『
自
由
新
聞
』
な
ど
も
こ

の

立
場
を
と

り
、

こ

の

た
め
、

翌
年
一

月
十
八
日
に

は
上
野
公
園
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で

排
外
主
義
的
な
大
デ
モ

行
進
が
行
わ
れ
た
り
、

各
地
で

義
勇
軍
結
成
運
動
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
に

な
っ

た
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科
学

院
歴
史
研
究
所
編
・

日
本
朝
鮮
研
究
所
訳
『
金
玉
均
の

研
究
』、
山
田
昭
次
「
甲
申
政
変
期
の

日
本
の

思
想
状
況
」『
幕
藩
制
か
ら
近
代
へ

』）。

朝
鮮
に

の

り
込
ん

で

改
革
す
る
と
い

う
よ
う
な
発
想
は
、

こ

の

よ
う
な
動
き
の

中
で

醸
成
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

大
井
憲
太
郎
ら

の

計
画
と
行
動

大
阪
事
件
の

全
容
を
た
ど
ろ
う
と
す
る
場
合
、

公
判
記
録
が
基
本
的
な
資
料
と
な
る
。

し
か
し
公
判
記
録
は
法
廷
闘
争
の

産
物

で

あ
る
か
ら
、

そ
こ

で

の

陳
述
が
事
実
そ
の

も
の

で

あ
る
と
決
め
て

か
か
る
こ

と
は
で

き
な
い
。

こ

の

公
判
記
録
に

は
、

朝
日

新
聞
の

付
録
「
国
事
犯
嫌
疑
被
告
事
件
公
判
傍
聴
筆
記
」、
大
阪
日
報
の

付
録
「
国
事
犯
事
件
公
判
傍
聴
筆
記
」、
浪
華
新
聞
「
国
事
犯
事
件
公
判
傍

聴
筆
記
」
の

三
種
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
、

ニ

ュ

ア
ン

ス

の

違
い

が
あ
る
。

こ

の

項
で

は
、

大
阪
事
件
の

概
要
に
つ

い

て

は
「
大
井
憲
太
郎
以
下
被
告

事
件
顚
末
概
要
」（
樺
山
文
書
、

国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
）
を
参
照
し
、

本
県
参
加
者
の

軌
跡
に
つ

い

て

は
、

主
と
し
て

公
判
記
録
か
ら
さ
ぐ
っ

て

み
よ
う
（
最
初
の

二
紙
の

筆
記
は
、

山
田
昭
次
氏
蔵
の

も
の

を
借
覧
、

浪
華
新
聞
の

筆
記
は
、

色
川
大
吉
他
編
『
三
多
摩
自
由
民
権
史
料
集
』下
巻
に

本
県
分
収
録
）。

前
警
視
総
監
樺
山
資
紀
に

提
出
さ
れ
た
先
の

「
顚
末
概
要
」
は
、

磯
山
清
兵
衛
変
心
後
渡
鮮
隊
長
に

な
っ

た
新
井
章
吾
の

逮
捕
直
後
の

供
述
に

基

づ
い

て

作
成
さ
れ
た
も
の

で
、

比
較
的
事
実
を
伝
え
て
い

る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

ま
ず
、

「
起
因
」
に
つ

い

て

は
、

つ

ぎ
の

よ
う
に

ま
と
め
ら
れ
て

い

る
。

こ

の

事
件
の

最
初
の

計
画
者
小
林
樟
雄
は
、

か
ね
が
ね
、

東
洋
に

お
け
る
日
清
の

主
導
権
争
い

を
予
測
し
、

清
国
を
倒
す
こ

と
を
考
え
て
い

た
。

実
際
、

小
林
樟
雄
は
、

清
仏
戦
争
に

際
し
、

仏
軍
を
援
助
し
て

清
を
攻
撃
す
る
計
画
を
実
行
し
よ
う
と
し
た
こ

と
が
あ
っ

た
と
い

う
。

さ
し
あ

た
り
小
林
樟
雄
ら
は
、

清
の

朝
鮮
へ

の

支
配
的
影
響
力
を
断
ち
切
る
こ

と
を
画
策
し
て
い

た
。

そ
の

方
法
と
し
て

は
、

日
本
に

亡
命
中
の

金
玉
均
を

援
助
し
て

朝
鮮
改
革
に
の

り
出
そ
う
と
し
た
の

で

あ
る
が
、

金
玉
均
に

信
用
さ
れ
ず
、

行
動
を
共
に

す
る
こ

と
を
こ

と
わ
ら
れ
た
。

こ

の

た
め
、

い

わ
れ
な
き
指
導
者
意
識
に
と
ら
わ
れ
て
い

た
彼
ら
だ
け
で

朝
鮮
の

事
大
党
打
倒
に
の

り
だ
し
た
の

で

あ
る
。

つ

い

で

同
文
書
は
「
目
的
」
を
掲
げ
て
い

る
。

そ
の

第
一

は
、

壮
士
を
送
り
、

清
朝
支
配
下
の

事
大
党
の

政
府
を
倒
し
て

親
日
派
独
立
党
（
開
化
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派
）
の

政
府
を
樹
立
す
る
こ

と
で

あ
る
。

第
二
は
、

こ

の

よ
う
に

し
て

事
を
起
こ

せ
ば
日
清
の

間
に

対
立
を
生
じ
、

そ
の

衝
撃
で

日
本
国
内
に

官
民

一

致
、

国
内
改
革
（
立
憲
政
治
）
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

第
三
は
、

さ
ら
に

日
清
間
に

戦
争
を
促
す
こ

と
に

な
り
、

戦
争
に

な
れ
ば
朝
鮮
に

道
を
借
り
、

清
を
討
っ

て

東
洋
第
一

の

覇
国
に

な
ろ
う
、

と
い

う
の

で

あ
る
。

ま
こ

と
に

侵
略
的
、

空
想
的
で
、

民
権
尊
重
と
は
ほ
ど
遠
い

計
画
で

あ
っ

た
。

小

林
樟
雄
た
ち
も
、

こ

の

計
画
が
粗
大
で

あ
る
こ

と
を
感
じ
て
お

り
、

「
日
本
ノ

壮
士
飽
迄
驍
勇
ナ
リ
ト

雖
モ

衆
寡
素
ト
勝
算
ヲ

必
ス

ヘ

カ
ラ
ス

」、

爆

弾
を
使
用
し
て

や
っ

て

み
よ
う
、

と
述
べ

て
い

る
。

そ
れ
で

は
、

実
際
に

は
ど
う
な
っ

た
か
。

同
文
書
は
「
事
実
」
と
し
て
つ

ぎ
の

よ
う
に

記
し
て
い

る
。

事
件
の

計
画
が
練
ら
れ
始
め
た
の

は
一

八

八
五
（
明
治
十
八

）
年
五
、

六
月
の

交
り
、

大
井
憲
太
郎
宅
で
の

大
井
・

小
林
樟
雄
・

磯
山
清
兵
衛
三
人
の

会
合
か
ら
で

あ
る
と
い

う
。

こ

の

結
果
、

磯
山
清
兵
衛
、

新
井
章
吾
は
渡
鮮
の

任
を
、

大
井
憲
太
郎
・

小
林
樟
雄
・

稲
垣
示
ら
は
資
金
募
集
そ
の

他
国
内
で

の

仕
事
を
担
当
す
る
こ

と
に

な
っ

た
。

大
井
は
全
体
の

指
導
者
で

も
あ
っ

た
。

磯
山
、

新
井
ら
は
渡
鮮
の

計
画
を
進
め
、

有
一

館
の

生
徒
を
引
き
連
れ
、

八
月
初
旬
よ
り
十
月
に

わ
た
り
た
び
た
び
大
阪
に

入
り
、

変
名
で

ひ
そ

み
、

十
一

月
の

初
め
ご
ろ
よ
り
逐
次
長
崎
に

向
か
っ

た
。

他
方
、

資
金
募
集
は
困
難
を
極
め
、

遂
に

非
常
手
段
と
し
て

強
盗
事
件
を
起
こ

す
の

で

あ
る
。

さ
ら
に
、

渡
韓
隊
長
磯
山
が
変
心
し

て

資
金
と
武
器
を
持
っ

て

隠
れ
る
と
い

う
事
件
が
起
こ
っ

た
。

大
井
、

新
井
、

小
林
は
大
阪
に

集
ま
っ

て

前
後
策
を
講
じ
、

再
度
決
行
を
確
認
し
た
。

し
か
し
、

長
崎
か
ら
の

渡
鮮
計
画
は
探

知
さ
れ
、

十
一

月
二

十
三
日
以
降
、

関
係
者
は
、

長
崎
・

大
阪
で

逮
捕
さ
れ
た
。

朝
鮮
の

側
か
ら
見
れ
ば
、

こ

の

大
阪
事
件
は
、

「
革
命
」
の

輸
入
、

押
し
つ

け
で

あ
り
、

日

本
壮
士
の

覇
権
主
義
と
映
る
も
の

で

あ
っ

た
。

小
林
ら
は
、

市
民
革
命
時
の

義
勇
軍
に

自
ら
を

大井憲太郎
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な
ぞ
ら
え
て

い

る
が
、

そ
れ
と
、

「
朝
鮮
人
民
ノ

頑
愚
微
弱
ヲ

憐
ム

ノ

情
」
と
「
支
那
人
ヲ

悪

ム

ノ

念
」
か
ら
の

行
動
と
の

間
に

は
、

大
き
な
へ

だ
た
り
が
あ
っ

た
。

現
状
認
識
の

点
か
ら
も

問
題
が
あ
る
。

朝
鮮
改
革
に

大
井
ら
と
は
別
に

関
心
を
持
ち
、

甲
申
政
変
後
朝
鮮
に

赴
い

た
大

和
の

桜
井
徳
太
郎
は
、

独
立
党
の

再
挙
は
困
難
で

あ
る
こ

と
を
つ

ぶ
さ
に

知
り
、

新
井
ら
の

渡

鮮
計
画
を
知
っ

て

中
止
を
求
め
た
の

で

あ
る
が
、

聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た
。

後
年
、

大
井
憲

太
郎
は
、

今
か
ら
白
状
す
る
と
、

朝
鮮
そ
の

も
の

が
目
的
で

は
な
か
っ

た
。

事
件
を
起
こ

し
て

わ
が
政
府
を
困
ら
せ
て

や
る
と
い

う
一

つ

の

手
段
だ
っ

た
と
語
っ

て
い

る
。

大
井
ら
の

方
法
論

は
、

開
化
派
の

主
体
的
条
件
や
客
観
的
条
件
を
見
ず
、

甲
申
政
変
に

現
わ
れ
た
対
清
強
硬
世
論
下
の

志
士
型
内
地
改
良
方
式
で

あ
る
と
い

わ
れ
る
ゆ

え
ん
で

あ
る
（
山
田
昭
次
前
掲
論
文

）。
大
井
ら
は
、

松
方
デ
フ

レ

下
の

民
衆
の

惨
状
、

激
化
諸
事
件
の

敗
北
に

有
効
な
対
策
と
展
望
を
持
ち
え
ず
、

や

り
場
の

な
い

憤
激
を
対
外
強
硬
策
に

求
め
、

あ
わ
せ
て

「
内
地
改
良
」
を
願
望
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

本
県
参
加
者

の

ル

ー

ト

本
県
か
ら
大
阪
事
件
に

参
加
し
た
者
は
、

寄
留
者
三
名
を
含
め
て

計
十
六
名
で
、

そ
の

う
ち
四

名
（
森
久
保
作
蔵
・

土
方
房
五
郎
・

水
島
保
太
郎
・

黒
田
黙
耳

）
は
予
審
で

免
訴
と
な
り
、

十
二

名
が
大
阪
重
罪
裁
判
所
に

公
訴
さ
れ
た
。

富
山
県
と
並
ん
で

も
っ

と
も

多
く
の

関
係
者
を
出
し
た
の

で

あ
る
。

本
県
参
加
者
の

ル

ー
ト
は
、

予
審
調
書
、

公
判
傍
聴
筆
記
を
見
る
限
り
で

は
三
つ

あ
っ

た
。

第
一

は
天
野
政
立
（
愛
甲
郡
中
荻
野
村

）
か
ら
の
ル

ー
ト
で

も
っ

と
も
早
か
っ

た
。

一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
末
か
ら
翌
年
の

は
じ
め
に

か
け
て
、

天
野
は
愛
甲
郡
の

減
租
請
願
運
動
の

総
代
と
し
て

数
度
出
京
し
て
お
り
、

大
井
憲
太
郎
ら
と
交
際
す
る
う
ち
に
、

著
名
な
婦
人
民
権
家
景
山
英
子
と

も
知
り
あ
う
よ
う
に

な
っ

た
（
天
野
政
立
文
書
「
所
世
録

」）。
景
山
は
、

同
郷
の

先
輩
で

婚
約
者
の

小
林
樟
雄
か
ら
朝
鮮
改
革
計
画
を

聞
い

て

感
奮

し
、

天
野
ら
に

も
「
内
地
改
良
ヲ

謀
ル

ハ

実
ニ

今
日
カ
其
機
会
ニ

テ
既
ニ

小
林
、

大
井
等
モ

奔
走
尽
力
致
居
レ

バ

君
等
平
素
ノ

志
ニ

背
カ
ス

国
事
ニ

天野政立『自由党大阪事件』から
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尽
サ
ル

、

ナ
ラ
ハ

充
分
発
奮
ア
ル

可
シ

」
と
決
意
を
促
し
て
い

る
（
村
田
静
子
「
景
山
英
子
の

警
察
調
書
と

予
審
調
書
に
つ

い

て

」『
歴
史
評
論
』
一

九
五
号
）。

そ
れ
だ
け
で

な
く
、

天
野
の

紹
介
を
得
た
景
山
は
、

友
人
の

富
井
於
菟
と
愛
甲
郡
に

入
り
、

婦
人
に

独
立
自
営
の

道
を
教
育
す
る
「
不
恤
緯
会
社
」

設
立
募
金
運
動
に

名
を
借
り
て
、

カ
ン

パ

活
動
に

取
り
組
ん
だ
（
福
田
英
子
『
妾
の

半
生
涯

』）。
こ

れ
を
裏
付
け
る
「
明
治
十
有
八
年
四
月
不
恤
緯
会

社
設
立
趣
意
書
并
ニ

醵
金
名
簿
」
が
難
波
惣
平
文
書
中
に

現
存
し
て

お
り
、

こ

れ
を
見
る
と
九
人
が
カ
ン

パ

を
し
て
お
り
、

合
計
は
不
明
分
一

口

を

除
き
十
七
円
と
な
る
。

別
に

天
野
自
身
も
自
分
の

田
畑
売
却
代
二

百
円
を
拠
出
し
て

い

る
（
大
畑
哲
「
明
治
女
性
史
に

関
す
る
二
つ

の

新
史
料
―
景
山
英

子
と
相
州
の

婦
人
民
権
運
動
」『
神
奈
川
県
史
研
究
』
二
八
号
）。

こ
の

よ

う
に

景
山
を
通
じ
て

計
画
を
聞
い

た
天
野
は
、

公
訴
状
に

よ
れ
ば
、

さ
ら
に

磯

山
清
兵
衛
よ
り
詳
細
に

聞
い

て

同
意
し
、

帰
郷
の

後
、

佐
伯
十
三
郎
（
寄
留
、

千
葉
県
人

）、
難
波
春
吉
（
惣
平
の

弟
、

愛
甲
郡
荻
野
村
）、
山
川
市
郎（
同

郡
飯
山
村
）、

黒
田
黙
耳
（
同
郡
下
荻
野
村
、

愛
甲
郡
役
所
書
記

）
に

語
っ

て

同
志
に

加
え
た
の

で

あ
る
。

第
二

は
、

山
本
与
七
か
ら
の
ル

ー
ト
で

あ
る
。

山
本
は
、

高
座
郡
座
間
村
の

農
民
で

自
由
党
員
。

当
時
「
国
事
の

為
め

家
産
を
抛
ち
糊
口
に

も
窮

す
る

」
状
態
に

あ
っ

た
と
法
廷
で

述
べ

て
い

る
。

す
で
に

山
本
は
、

大
井
か
ら
明
治
十
八
年
六
月
に

計
画
を
聞
い

て
い

た
。

山
本
と
大
井
と
は
、

そ

の

前
年
か
ら
知
り
あ
い

で

あ
っ

た
。

ま
た
山
本
は
、

明
治
十
八
年
三
月
、

神
田
須
田
町
で

た
ま

た
ま
出
合
っ

た
名
古
屋
事
件
の

逃
亡
者
富
田
勘
兵
衛
を
自
宅
に
か
く
ま
い
、

仲
間
に

入
れ
て
い

る
。

山
本
は
ま
た
、

弟
の

菊
田
粂
三
郎
も
仲
間
に

加
え
た
。

つ

い

で

山
本
は
、

水
島
保
太
郎

（
淘
綾
郡
中
里
村
）
を
手
紙
で

呼
び
出
し
て

計
画
を
話
し
、

さ
ら
に

二

人
で

村
野
常
右
衛
門
（
南

多
摩
郡
野
津
田
村
）
宅
を
訪
れ
、

村
野
を
仲
間
に

加
え
た
。

村
野
か

ら
土
方
房
五
郎
（
同
郡
新
井

村
）、

森
久
保
作
蔵
（
同
郡
高
幡
村
）
に

話
は
伝
え
ら

れ
た
。

十
月
一

日
、

山
本
・

水
島
・

村
野

の

三
人
は
上
京
す
る
が
、

村
野
は
、

金
玉
均
が
行
動
を
共
に

し
な
い

こ

と
や
、

資
金
調
達
計
画

山本与七『自由党大阪事件』から
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が
ず
さ
ん
な
こ

と
に

問
題
を
感
じ
な
が
ら
、

金
策
に

努
め
て
い

た
。

後
に
、

資
金
か
せ
ぎ
の

強

盗
事
件
に

参
加
し
た
窪
田
久
米
も
山
本
が
さ
そ
っ

た
。

窪
田
は
愛
知
県
人
、

西
多
摩
郡
五
日
市

村
の

勧
能
学
校
教
員
で

あ
っ

た
。

第
三
は
、

自
由
党
が
設
立
し
た
有
一

館
の

生
徒
に

対
し

て
、

大
井
・

磯
山
（
有
一

館
長
）
が

よ
び
か

け
、

加
入
さ
せ

た
ル

ー
ト
で

あ
る
。

本
県
人
は
、

大
矢
正
夫
（
高
座
郡
栗
原
村
）、

霜
島

幸
次
郎
（
愛
甲
郡
飯
山
村
）、

武
藤
角
之
助
（
高
座
郡
本
蓼
川
村
）
が
い

る
。

窪
田
と
同
じ

く
勧
能

学
校
の

教
員
で

あ
っ

た
長
坂
喜
作
（
山
梨
県
人

）
は
、

大
井
に

誘
わ
れ
た
。

非
常
手
段
決
意
の
懊
悩

事
件
の

首
謀
者
大
井
ら
が
も
っ

と
も
苦
し
ん
だ
の

は
、

資
金
の

調
達
が
ほ
と
ん
ど
進
ま
な
い

こ

と
で

あ
っ

た
。

四
、

五

十
日
か

け
て
、

大
井
は
九
州
・

四
国
・

東
海
道
を
、

小
林
樟
雄
は
近
畿
・

中
国
を
、

磯
山
清
兵
衛
は
関
東
・

東
北
を
担

当
し
て

資
金
カ
ン

パ

活
動
を
試
み
た
が
、

自
由
党
解
党
後
で

あ
り
、

不
況
下
の

た
め

千
円
も
集
め
る
こ

と
が
で

き
な
か
っ

た
ら
し
い
。

大
功
は
細
瑾

を
顧
み
ず
、

計
画
を
放
棄
す
る
よ
り
は
、

非
常
手
段
、

す
な
わ
ち
強
盗
に

よ
る
軍
資
金
獲
得
も
止
む
な
し
と
い

う
考
え
に

傾
い

た
。

こ

う
し
て
、

首
謀
者
三
人
に

よ

り
有
一

館
生
、

大
矢
正
夫
（
本
県
）、

山
崎
重
五
郎
（
群
馬
県
）、

内
藤
六
四
郎
（
愛
知
県
）
が
東
京
下
谷
練
塀
町
の

大
井
邸
に

呼
ば
れ
た
の

は
、

一

八
八
五
（
明
治
十
八

）
年
六
月
二

十
日
の

こ

と

で

あ
っ

た
。

三
人
は
非
常
手
段
の

決
意
を
迫
ら
れ
て

驚
き
、

三
日
間

の

熟
慮
を
申
し
出
た
。

三
人
の

懊
悩
は
『
大
矢
正
夫
自
徐
伝
』
に

く
わ
し
い
。

三
人
と
も
、

二
日
間
は
考
え
を
ま
と
め
ら
れ
ず
に

過
ご
し
、

三
日
目

に

大
矢
の

議
論
を
中
心
に

し
て
、

と
う
と
う
決
意
し
た
。

三
人
が
最
も
苦
し
ん
だ
の

は
、

強
盗
で

は
名
分
が
た
た
な
い

と
い

う
こ

と
で

あ
っ

た
。

強

盗
は
凶
悪
の

極
み
、

「
上
は
祖
先
の

霊
を
辱
め
、

下
子
孫
に

拭
ふ
べ

か
ら
ざ
る
の

汚
辱
を
加
ふ

」
る
点
で

あ
っ

た
。

大
矢
は
こ

う
考
え
を
進
め
た
。

我
々

は
何
を
為
そ
う
と
し
て

参
加
し
た
の

か
。

「
藩
閥
政
府
を
倒
し
て
、

完
全
な
る
立
憲
政
体
を
確
立
せ
ん
と
欲
」
し
た
か
ら
で

あ
る
。

そ
の

目
的

大矢正夫　大矢重三郎氏蔵
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